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　第13回国際骨髄腫ワークショップ（13th　inter－
national　Myeloma　Workshop；IMW）が、2011年
5月3日～6日にフランスのパリで開催された。骨
髄腫の診療と研究に従事する世界各国の臨床医、基
礎研究医が一堂に会する、2年に一度の骨髄腫領域
における最大の国際イベントである。
　今回の学会は、パリの中心部、セーヌ側右岸に位
置するルーブル美術館内で行われた。ルーブルのラ
ンドマークである噴水で囲まれたピラミッドの下に
美術館があり、およそ6万m2にもなる展示空間に
約35，000点の作品が展示されている。初めてのパ
リで、かつルーブル美術館が学会会場とあって、学
会前から心踊らされる気持ちであった。
　今回の学会は、骨髄腫のみの学会であった。血液
疾患の中では、白血病や悪性リンパ腫と違って、骨
髄腫はマイナーなイメージもあるが、近年は、新規
薬剤による治療の進歩に伴い、移植も含めた新たな
治療戦略が数多く報告されている。学会会場は、口
演セッションとなるメインポールとポスターセッ
ションの2会場に企業展示のみであり、スペース
としては小規模だったが、期間中にはそれぞれ、口
演約50題、ポスターは約500題の演題が発表され
ており、その中身は2年に一度と呼ぶべきもので、
数多くの骨髄腫の権威者である研究演者が集ってい
た。
　骨髄腫の細胞分子生理学などの病態基礎が進み、
骨髄腫細胞とそれを支持する骨髄微小環境の理解は
年々深まっており、同時に新規薬剤の登場から、現
在、幅広く臨床研究が行われている疾患分野である。
ここ数年前までは、骨髄腫の治療は数十年間変わら
ないものであった。今日では、免疫調節薬であるサ
ルーブル美術館ピラミッド前にて
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リドマイドやレナリドミド、プロテアソーム阻害剤
であるボルテゾミブなどの新規薬剤の導入に伴い、
骨髄腫の治療方針は大きく変貌し、これら多剤併用
における完全寛解率は自家末梢血幹細胞移植と同等
以上の成績を示している。さらには、今回、第2世
代のプロテアソーム阻害剤（カルフィルゾミブ）や
ヒストン脱アセチル化酵素（HDAC）阻害剤の臨
床試験、新規薬剤による長期使用に及ぼす副作用の
問題点などが活発に議論されていた。また骨髄腫は
高齢者に多い疾患であるとともに、臓器障害を来た
す疾患であるため、染色体異常によるリスク別送層
別化、毒性軽減方法など症例選択において、うまく
薬剤を組み合わせることで、治癒困難ではあるが長
期生存が目指せるようになったことはとてもアトラ
クティブであった。
　私は今回、骨髄腫における血清マイクロRNAの
臨床的意義についての研究を発表した。近年では、
悪性疾患において腫瘍および組織特異的なマイクロ
RNAが発見されており、2008年忌血清中にもマイ
クロRNAが存在することが分かって以降、数多く
の疾患において特異的な血清マイクロRNAがバイ
オマーカーとしてavailableであることが報告され
ている。微量な血清中から簡便にマイクロRNAを
抽出し診断に生かすことが可能となれば、早期診断
や再発予知マーカーとして多いに役に立つと考えら
れる。我々は、血清中のmiR－17～92a　clusterと
骨髄腫患者における臨床的意義について、その疾患
のdisease　statusでmiRNAが変化することを発表
した。今回の骨髄腫学会においては、同様のテーマ
はまだ数台程度の演題しかなかったと思われる。な
ぜなら、血清マイクロRNAの機能についてはまだ
解明されていない分野であり、今も多くの課題が残
されているからである。今後、さらなる研究が必要
であり、新しいことの発見に終わりはないと、多く
の発表から学ぶこととなった。また、今回の学会で、
私はIMS　young　awardおよびinvestigation　award
を同時に頂くこととなった。大変名誉なことであり、
：Kyle　RAといったMyelomaの権威者から賞状を手
渡された事は、大いに良い思い出となった。同時に、
同世代の中でも、同様受賞されていることから、さ
らなる活力として今後、現場で奮起する気持ちと
なった。
　また、学会の合間を縫って、パリのシンボルであ
るエッフェル塔や凱旋門などを見に行く事ができ
た。幸い天候にも恵まれ、プラタナスが一列に並ぶ
パリの街並みを歩いたり、近代的なシャルル・ド・
ゴール空港の広さに目を見開いたり、歴史建造物も
拝見し、石分化の偉大さにも触れることができた。
　最後に、国際学会で驚かされるのは、血液学者が
意外に多いこともさることながら、次々と新規薬剤
が登場し、かつ臨床試験が早いスピードで行われて
いることである。日本では、治験が遅れているため、
世界標準の治療からやや遅れを取っているのが現状
である。このテンポの違いを痛感し、日常臨床に生
かせるには臨床試験の重要性について改めて感じ
た。
　今回、このような機会を与えて下さいました東京
医科大学関係各位の方々に、心より深く感謝すると
同時に、今後もこの経験を臨床および研究に生かせ
るよう、日々精進する次第であります。
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